
抄　録

目的　本研究の目的は，基礎看護学実習Ⅰにおいて，コミュニケーション能力の育成に特化したルーブリッ
クを用いたことによる学生の学習活動や学びを明らかにすることである．
方法　看護学生 1 年生10名に，ルーブリックを用いた振り返りの実際や振り返りの際に抱いた気持ちや行
動について半構造化面接を実施し，質的帰納的に分析した．
結果　ルーブリックを使用した学生の語りは，≪患者中心のコミュニケーションにしたい思い≫や≪自己
対話による課題の認識≫≪落胆の感情≫≪困難感≫≪前向きな思考≫≪成し遂げた満足感≫≪看護学生と
しての自覚の高まり≫等16のカテゴリーで構成された．
考察　学生は，ルーブリックにより到達度を評価し，自らのコミュニケーション上の課題を捉えて目標を
設定し，課題解決に向けた方法を模索しながら，能動的な学習をしていることが分かった．
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Ⅰ．はじめに

　看護実践能力の育成に向けて，コミュニケー
ション能力は，学士課程終了時に修得すべきコア
となる能力とされ，学修内容や方法，評価の在り
方が課題となっている（文部科学省，2011）．看
護学教育モデル・コア・カリキュラムでは，対人
関係形成能力の基礎となる自らをよく知り，自己
を深く振り返る内省，自己洞察力の強化ができる
教育が求められている（文部科学省，2017）．看
護系大学で現在取り組まれているコミュニケー
ションに関する教育方法としては，プロセスレ
コードによる振り返り，シミュレーションや模擬
患者を導入した演習の効果（出原ら，2006，；梶谷，
2011），協同学習による報告（本田，2018）など
学内演習に関する報告が多くみられる．臨地実習
では， 2 年次は緊張や不安から患者との関わりは
消極的で，相手を思いやることは難しいが， 3 年
次になると「思いを引き出すような話し方をする」
など実習体験を経て手応えを感じている（今留ら，
2018）．しかし， 1 年次では患者の反応の「解読」
ができず，対応に戸惑い「ネガティブ情動」も強
く「困難度」は高いとされている（阿部，2013）．
このように臨地実習での経験は，学生のコミュニ
ケーション技術の成長に繋がっているが，特に低
学年では困難感を伴っており，臨地実習において，
コミュニケーション能力を確実に育てる教育方法
が必要である．
　2040年に向けた高等教育のグランドデザインで
は，個々人の可能性を伸長する教育に転換するた
め，学修の達成状況がより可視化される評価の必
要性を指摘している（中央教育審議会答申，
2018）．学修の達成状況を可視化させる方法とし
ては，近年ルーブリックが用いられている．ルー
ブリックは，より幅広い学力について客観的な尺
度と照らし合わせた評価が可能となり，学習者の
習熟度に応じてワンランク上を目指すことができ
るため，到達目標を明確に設定しつつ，個人内評
価を織り込むことができる（西岡，2009）．このルー
ブリックの利点を活かし，個人内評価を促進させ
ることで，自らのコミュニケーション状況を把握
できる道具となり，自己成長を促す教育方法にな
ると考えた．看護系大学の基礎看護学実習におい
て，ルーブリックを使用した教育方法の報告（岡
山ら，2014；杉浦ら，2019）はみられるが，コミュ

ニケーションに特化した活用報告は見当たらな
い．
　そこで，本研究の目的は，基礎看護学実習Ⅰに
おいて，コミュニケーション能力の育成に特化し
たルーブリックを用いたことによる，学生の学習
活動や学びを明らかにすることである．本研究の
成果が明らかとなれば，学生自らがコミュニケー
ション能力を高める為の教育方法の一つとして貢
献できると考える．

【用語の定義】
1 ．コミュニケーション能力
　コミュニケーション技能とは，看護師が，患者
や患者のケアに関係している人々に伝えたいと望
む 考 え や 感 情 を 表 現 す る 力 量 と さ れ て い る

（Wiedenbach，1964）．また，看護師における患
者とのコミュニケーションスキルは，対人関係を
円滑にし，看護に必要な情報を収集するための能
動的な技術，言語的コミュニケーション能力と非
言語的コミュニケーション能力を含むものとして
いる（上野，2005）．これらの定義から本研究では，
コミュニケーション能力を，「学生と患者を含む
他者へ伝えたいと望む考えや感情を表現する力
量」とし，言語的・非言的コミュニケーションス
キルはその力量に含まれるものとする．

Ⅱ．研究方法

1 ．研究デザイン：質的記述的研究
作成したルーブリックを使用した振り返りの実際
から，学生の思考や感情，行為の現象を記述する
ことで，臨地実習での学習活動や学びについて，
語られた言葉から離れず，その特徴を理解できる
と考え用いた．

2 ．研究対象者　
　対象者は，A 大学看護学部において基礎看護
学実習Ⅰに参加した看護学生とし，所属大学の学
長宛てに本研究の目的・方法，自由意思による同
意がなされた場合に協力を得ることについて明示
した依頼文を作成し，学生募集の許可を得た．研
究依頼は，基礎看護学実習Ⅰの成績認定後とし，
A 大学の掲示板と学内メールにて学生募集を行
い，本人と保護者から研究参加に同意が得られた
1 年生10名を対象者とした．

［本学の基礎看護学実習 I について］
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　 1 年次の前期科目（ 1 単位45時間）として，病
院の機能や役割を知り，看護の対象である人々は
どのような療養生活をしているかを理解するため
に，患者とのコミュニケーションを通して看護の
対象について理解したことを述べられるなど 6 つ
の目標を設定している．期間は学内実習が 2 日間，
臨地実習は 3 日間とし，地域の中核病院で行なっ
た．コミュニケーションの対象者は，指導担当看
護師の受け持ち患者から 1 名を選定してもらい，
時間は患者が疲れないよう15分〜30分程度とし
た．会話内容は限定せず，対象理解を深めるため
に事前に考えていた内容や患者とのコミュニケー
ションをとる中で自由な会話とした． 

3 ．調査期間 
　2019年11月～2020年 3 月

4 ．調査方法
　研究対象者は学生であることから，調査の実施
時期は成績評価が終了した時期に行い，研究の同
意書の提出後に学生個々と実施時期を調整し，個
別にインタビューを行った．実施時は，インタ
ビューガイドに基づき半構成化面接で行い，その
発話内容を対象者に許可を得て IC レコーダーに
録音した．インタビューでは，基本属性である年
齢や過去のルーブリック使用経験など聴取し，そ
の後，ルーブリックを用いた振り返りの実際や目
指したいコミュニケーション，振り返りをした際
に抱いた気持ちについて自由に語ってもらった．
［本研究で作成したルーブリック評価表（表1）］
　本研究でコミュニケーションに特化したルーブ
リックは，学生にとってコミュニケーション能力
に関する自己評価表であることが分かるように，

「基礎看護学実習Ⅰ　コミュニケーション版の
ルーブリック評価表」と表記した．ルーブリック
の種類は，課題ルーブリックとし，その構成は，
臨地実習全体の目的や目標と基礎看護学実習Ⅰで
の目標，コミュニケーションに関する既習知識の
内容から検討した．能力観点は「関心・意欲・態
度」，「思考・判断」，「技能・表現」の 3 つの観点
とし，評価規準の設定では大きく 2 つとした． 1
つ目は対人関係発展の基礎力として，身だしなみ
や挨拶など計 4 つの規準を設けた． 2 つ目は援助
者に求められるコミュニケーションスキルとし
て，傾聴・質問・承認の規準を設け，傾聴では 2

つの規準，質問と承認は各々 1 つの規準とした．
評価基準では ABCD の 4 段階とした原案を作成
し，振り返り時に自己評価した内容を記入できる
よう自己評価コメント欄を設けた．原案のルーブ
リックは基礎看護学実習Ⅰに参加する学生全員に
対して，教育の一環としてオリエンテーション時
に配布し，特に 4 段階の基準について学生から改
善内容などの意見を取り入れ，修正したものを実
習初日に配布した． 
［ルーブリックの使用方法についての説明］
　初めての臨地実習でコミュニケーションを行う
際に，学内で学んだ知識・技術を活用し，対象者
との関係性を築くための拠り所にしてほしいこと
を伝え，見たいタイミングで眺められるように目
の留まりやすい位置にファイリングをするよう伝
えた．記入方法は，コミュニケーションの初回と
2 回目に，基準内で示している文章上に直接○印
をマークし， 2 回目は色を変えて記入すること，
マークした際には，自己評価コメント欄にその基
準にした理由を簡潔に記載することを伝えた．

5 ．分析方法
　インタビュー内容を逐語録に起こし，文脈の流
れを把握して特定のセグメントの位置づけを確認
する為に，SCAT（Steps for Coding and Theori- 
zation）の手法を用いた紙媒体による分析を行い，
コードを抽出した．SCAT は，ケーススタディ
やアンケートの自由記載など小規模のデータにも
適用できるとされており 4 つのステップを踏み
コーディングを行うものである（大谷，2008a）．
分析時はセグメントの切片に，ひとつのトピック
スが入るようにし，ルーブリックの振り返りの実
際，抱いた感情や行動についての記述内容を精読
しながら行った．その後，質的データ分析用ソフ
トウェア（MAXQDA）を用いて，元の文脈を参
照しながら，階層構造を整理し，サブカテゴリー，
カテゴリーを生成した．MAXQDA は，コード
とコードが振られたデータ部分，そして元データ
ファイルを常に紐づけして管理しているソフト
で，コード間の共通点に基づきコードをまとめて
階層構造を作る機能や複数のコードを原因や対立
といった関係性を示す図を作成する機能がある

（佐藤，2008）．　　
　以上のプロセスから生成されたカテゴリーを構
造化するため，最終的に実習開始から終了時にお
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の
話

を
最

後
ま

で
聴

き
、対

象
者

の
身

体
動

作
の

全
て

（
視

線
・表

情
・ジ

ェ
ス

チ
ャー

）
の

メッ
セ

ー
ジ

を
捉

え
て

い
る

。

相
手

の
話

を
最

後
ま

で
聞

い
て

い
る

が
、

対
象

者
の

身
体

動
作

メッ
セ

ー
ジ

の
一

部
しか

気
づ

くこ
とが

で
き

な
い

。

身
体

動
作

メッ
セ

ー
ジ

の
一

部
に

気
づ

くこ
とは

で
き

る
が

、最
後

ま
で

話
を

集
中

して
聞

い
て

い
な

い
。

うな
ず

き
や

ア
イコ

ンタ
クト

を
して

話
を

聞
くこ

とが
で

き
ず

、コ
ミュ

ニケ
ー

シ
ョン

内
容

の
中

心
を

相
手

に
確

認
して

い
な

い
。

２
−

１
相

手
に

対
して

意
識

を
集

中
して

心
と耳

を
傾

け
聴

き
（

傾
聴

）
、対

象
者

の
考

え
方

・
価

値
観

、人
生

観
を

大
切

に
した

い
気

持
ち

が
持

て
る

。
【関

心
・意

欲
・態

度
】

・患
者

、家
族

との
対

話
場

面
・記

録
内

容
・カ

ン
ファ

レ
ン

ス
で

の
発

言

相
手

に
対

して
意

識
を

集
中

して
心

と耳
を

傾
け

て
聴

き
、自

分
の

価
値

観
で

は
な

く、
対

象
者

の
考

え
方

・価
値

観
、人

生
観

を
大

切
に

しよ
うと

い
う気

持
ち

が
持

て
る

。

相
手

に
対

して
意

識
を

集
中

して
聴

き
、

自
分

の
考

え
や

価
値

観
か

ら切
り離

して
対

象
者

の
考

え
方

・価
値

観
や

人
生

観
に

つ
い

て
、考

え
よ

うと
して

い
る

。

相
手

に
対

して
意

識
を

集
中

して
聴

い
て

い
る

こと
が

少
な

く、
自

分
の

考
え

や
価

値
観

か
ら相

手
の

考
え

を
否

定
しが

ち
に

な
る

。

相
手

に
対

して
意

識
を

集
中

して
聴

くこ
と

が
全

くで
き

ず
、対

象
者

の
考

え
方

・価
値

観
、人

生
観

を
大

切
に

した
い

気
持

ち
が

わ
か

な
い

。

１
−

４
対

象
者

の
感

情
表

出
や

プ
ライ

バ
シ

ー
を

考
え

、環
境

的
配

慮
を

して
い

る
。

【技
能

・表
現

】

・患
者

、家
族

との
対

話
場

面
・記

録
内

容
・カ

ン
ファ

レ
ン

ス
で

の
発

言

対
象

者
の

感
情

表
出

や
プ

ライ
バ

シ
ー

を
考

え
、環

境
的

配
慮

（
場

所
、距

離
、

角
度

、声
の

大
き

さ）
の

全
て

を
実

施
し

て
い

る

対
象

者
の

感
情

表
出

や
プ

ライ
バ

シ
ー

を
考

え
た

上
で

、環
境

的
配

慮
（

場
所

、
距

離
、声

の
大

き
さ）

の
３

つ
の

配
慮

を
実

施
して

い
る

。　
も

しく
は

、
＊

（
　　

　　
、　

　　
　、

　　
　　

）
の

３
つ

の
配

慮
を

実
施

して
い

る
。

対
象

者
の

感
情

表
出

や
プ

ライ
バ

シ
ー

を
考

え
た

上
で

、環
境

的
配

慮
（

場
所

、
声

の
大

き
さ）

の
２

つ
の

配
慮

を
実

施
し

て
い

る
。　

　も
しく

は
、

＊
（

　　
　　

、　
　　

　）
の

２
つ

の
配

慮
を

実
施

して
い

る
。

３
：

援
助

者
に

求
め

られ
る

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
（

質
問

）

３
−

１
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
の

目
的

か
ら、

質
問

方
法

を
考

え
、そ

の
目

的
が

達
成

で
き

る
尋

ね
方

を
して

い
る

。
【技

能
・表

現
】

・患
者

、家
族

との
対

話
場

面
・記

録
内

容
・カ

ン
ファ

レ
ン

ス
で

の
発

言

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

の
目

的
か

ら、
質

問
方

法
を

事
前

に
考

え
、そ

の
目

的
が

達
成

で
き

る
尋

ね
方

を
して

い
る

。

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

の
目

的
か

ら、
質

問
方

法
を

事
前

に
考

え
て

い
る

が
、実

際
に

目
的

が
達

成
で

き
る

尋
ね

方
が

一
部

の
実

施
とな

って
い

る
。

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

の
目

的
か

ら、
質

問
方

法
を

事
前

に
考

え
て

い
た

が
、質

問
時

に
は

、目
的

が
達

成
で

き
る

尋
ね

方
が

で
き

ず
、自

分
の

興
味

で
、質

問
を

変
え

会
話

して
い

る

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

の
目

的
か

ら、
質

問
方

法
を

事
前

に
考

え
る

こと
が

で
き

ず
、自

分
の

興
味

本
位

か
らの

尋
ね

方
とな

って
い

る
。

２
−

２
うな

ず
き

や
ア

イコ
ンタ

クト
を

して
話

を
受

け
止

め
、コ

ミュ
ニケ

ー
シ

ョン
内

容
の

中
心

を
相

手
に

確
認

を
して

い
る

。
【技

能
・表

現
】

・患
者

、家
族

との
対

話
場

面
・記

録
内

容
・カ

ン
ファ

レ
ン

ス
で

の
発

言

うな
ず

き
や

ア
イコ

ンタ
クト

を
して

話
を

受
け

止
め

、コ
ミュ

ニケ
ー

シ
ョン

内
容

の
中

心
を

相
手

に
確

認
を

して
い

る
。

うな
ず

き
や

ア
イコ

ンタ
クト

を
して

話
を

受
け

止
め

る
こと

に
不

足
は

あ
る

が
、コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

内
容

の
中

心
を

相
手

に
確

認
を

して
い

る
。

うな
ず

き
や

ア
イコ

ンタ
クト

を
して

話
を

受
け

止
め

て
い

る
が

、コ
ミュ

ニケ
ー

シ
ョン

内
容

の
中

心
を

相
手

に
確

認
して

い
な

い
。

４
：

援
助

者
に

求
め

られ
る

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
（

承
認

）

４
−

１
事

実
を

認
め

る
言

葉
が

け
や

対
象

者
か

ら与
え

れ
て

い
る

肯
定

的
感

覚
を

フィ
ー

ド　
バ

ック
して

い
る

。
【技

能
・表

現
】

・患
者

、家
族

との
対

話
場

面
・記

録
内

容
・カ

ン
ファ

レ
ン

ス
で

の
発

言

事
実

を
認

め
る

言
葉

が
け

や
対

象
者

か
ら

与
え

れ
て

い
る

肯
定

的
感

覚
を

フィ
ー

ド
バ

ック
して

い
る

。

事
実

を
認

め
る

言
葉

が
け

は
、し

て
い

な
い

が
、対

象
者

か
ら与

え
られ

た
肯

定
的

な
感

覚
を

フィ
ー

ドバ
ック

す
る

こと
は

して
い

る
。

事
実

を
認

め
る

言
葉

が
け

は
、し

て
い

る
が

、対
象

者
か

ら与
え

られ
た

肯
定

的
な

感
覚

を
フィ

ー
ドバ

ック
は

して
い

な
い

。

事
実

を
認

め
る

言
葉

が
け

が
な

く、
安

易
に

励
ま

して
お

り、
対

象
者

か
ら与

え
れ

て
い

る
肯

定
的

感
覚

を
フィ

ー
ドバ

ック
して

い
な

い
。

表
1
　
基
礎
看
護
学
実
習
Ⅰ
　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
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いての振り返りの内容を時系列に眺め，全体像の
再構成を共同研究者と行った．研究の質の確保と
しては，カテゴリー抽出にあたり紙媒体とソフト
ウエアによる方法を取り入れたこと，分析の過程
においては共同研究者 2 名と確認を行い，分析結
果の真実性を確保するよう努めた．なお，研究参
加者によるメンバーチェッキングは参加者が学生
となり，依頼者となる教員からの強制力がかかる
可能性があるため実施していない． 

6 ．倫理的配慮　
　研究対象者に本研究の学術的意義を説明し，本
研究の目的や方法，自由意思に基づく任意協力で
あること，匿名性の保護に努め，成績に影響しな
いこと，調査実施時期は，成績評価が終了した時
期であること，個人情報の保護やデータの取り扱
い，結果の公表について口頭と文書で説明した．
研究対象者には，この説明内容を理解した上で，
研究参加に同意する場合，自らの自由意思に基づ
き同意書に自署したものを提出してもらった．ま
た，インタビュー実施時には，研究協力の意思を
再確認し，インタビューでの発言は，個人の自発
性を尊重し，研究への協力はどの時点でも拒否で
き，不利益が生じないことを説明して実施した．
なお，本研究は，研究者が所属する聖泉大学人を
対象とする研究倫理委員会の承認を受けて実施し
た．（承認番号：019-007，承認日2020年 9 月30日）

Ⅲ．研究結果

1 ．研究対象者の概要および，ルーブリッ
クを見たタイミングと理由（表 2 ）

　2019年度の基礎看護学実習Ⅰの履修者から，研
究参加の同意が得られた10名の看護学生を対象と
した．対象者の性別は，男性 1 名，女性 9 名であ
り，年齢は18歳～19歳であった．いずれもルーブ
リックの使用経験はなかった．臨地実習中にルー
ブリックをみたタイミングとその理由については
表 2 に示すとおりである．また，インタビューの
所要時間は平均37.6分（32分～48分）であった．

2 ．基礎看護学実習Ⅰにおけるルーブリッ
クを用いた学習活動と学びの内容（表 3 ）

　研究対象者から得られたインタビュー内容を分
析した結果，抽出されたコードの総数は102，30
のサブカテゴリー，16のカテゴリーが生成された．
さらに，生成されたカテゴリーを，実習開始から
終了時において時系列に眺め，再構成を行い，1 ）
目指したいコミュニケーションを具体的に意識す
る， 2 ）自己対話を行いながら課題把握と課題実
施後の評価活動を行う， 3 ）評価に伴う感情と共
に課題に取り組む， 4 ）関係構築を深めるための
関わりを見いだす，の 4 つの構造に分類した．以
下に，カテゴリーを≪　≫，サブカテゴリーを＜　
＞とし，コードは［　］，学生の語りは「　」で
示していく．

↓原稿用 A4      1／3枚のサイズ

対象者 ルーブリックをみたタイミング その理由

A 実習初日の朝，実習終了後 実習中に取り組み内容や今日の自分はどうだった

か確認するため．最終日は記録を記入するため．

B 患者と1回目のコミュニケーション 基準を到達するために足りていない内容を考える

C 実習日の朝，患者と関わる前 基準を確認するため．Aになるにはどうすればよいか

一番良い評価がつくよう見ていた．

D 患者と話す機会がある時， 今の自分を基準で評価するため．改善点のアドバイスをもらうため．

レポート記入時 教員も忙しい時は自分でこうしたらよいと思い出せるから．

E 実習日の朝，昼や途中の休憩時， コミュニケーションで最低限の内容があるので参考にするため．

実習終了時 足りていない内容を確認するため．

F 実習日の朝，患者と関わる前， 自分の感覚で話をしていたので、他に気をつけることを考えるため．

実習終了後

G 実習初日の夜，実習最終日 記録で振り返りをするため．初めて患者と話すため看護学生として

基本的なことを再確認するため．

H 実習初日の夜，実習最終日 初回と最終日に振り返りを書くため．

I 実習2日目.3日目の昼の記録記入時， 明日の注意点を確認するため．患者とのコミュニケーション前に確認

患者と関わる前，指導者を待っている時 するため．

K 実習中，患者と接する前後 コミュニケーションがうまくとれず，何故かと思った時に参考にした．

↓原稿用 A4      2／3　枚のサイズ

分類 カテゴリー　 サブカテゴリー

患者中心のコミュニケーションにしたい思い 尊重した態度でコミュニケーションに臨みたい

患者が中心となり話せるコミュニケーションが理想

コミュニケーション時に患者に与える影響・効果を意識したい

非言語的コミュニケーションに注目する

自己課題からフィードバックと環境設定に注目する

自己の傾向から共感性に注目する

自己対話による課題の認識 一方的な会話を考え直さないといけないと認識する

自己をみつめ課題を考える

相手の立場から課題を考える

自己の傾向から課題を考える

課題は改善策に設定する

規準と基準を眺め到達度を一つずつ評価する

相手の反応に基づいた基準の到達度を判断する

規準と基準の包括的評価 変化していない基準の原因追求のために規準全体を確認する

評価への納得感 基準到達度に対しての納得感がある

改善策実施に伴う良い変化を患者から受ける

課題実施後の到達度を再度評価する

前向きな思考 課題は伸ばすというプラス思考

成し遂げた満足感 目指した基準に達成した気持ち

初めての臨地実習に伴う緊張や戸惑いの気持ち

相手の価値観への理解が分からない思いや自分に経験のないことを会話
することは困難や難しいと感じる気持ち

落胆の感情 自分のコミュニケーション能力に対して落ち込む気持ち

看護学生として自覚を高めたい気持ち

課題解決に向けた行動と実施（本・相談・看護師の模範）

落ち込みはない

困ったことはない

その人に合わせた多様なコミュニケーションへの

視野の広がり

コミュニケーションの受け手，送り手として関係 コミュニケーションを深めるための必要な関わりを整理する

構築に必要な関わりを整理する 共感することの意味の体験とその重要性を実感する

コミュニケーションを通して対象理解を深める体 コミュニケーションを通して患者の抱いている病状や生活につい

験を得る て知る体験をもつ

表2　対象者別ルーブリックをみたタイミングとその理由 

自己課題意識から注目したコミュニケーションを
実践したい思い

関係構築を深めるための関
わりを見いだす

多様なコミュニケーションがあってよい気づき

表3　基礎看護学実習Ⅰにおけるルーブリックを用いた学習活動と学びの内容

目指したいコミュニケー
ションを具体的に意識する

自己対話を行いながら課題
把握と課題実施後の評価活
動を行う

到達度判断のための取り組み

課題実施後の再評価活動

評価に伴う感情と共に課題
に取り組む

困難感

看護学生としての自覚の高まり

心配のない気持ち

表 2　対象者別ルーブリックをみたタイミングとその理由

─ 15 ─

基礎看護学実習Iにおけるコミュニケーション能力育成に向けたルーブリックの使用による学習活動と学びの内容 

Seisen J. Nurs. Stud., Vol.11. 2022



1 ）目指したいコミュニケーションを具体的に
意識する

　この分類は，学生がルーブリックを眺め，臨地
実習中のコミュニケーションについて，特に目指
したいコミュニケーションを表したものである．
学生の語りから≪患者中心のコミュニケーション
にしたい思い≫と≪自己課題意識から注目したコ
ミュニケーションを実践したい思い≫の 2 カテゴ
リーが構成され， 6 サブカテゴリーが含まれた．
　≪患者中心のコミュニケーションにしたい思い
≫では，＜尊重した態度でコミュニケーションに
臨みたい＞＜患者が中心となり話せるコミュニ
ケーションが理想＞＜コミュニケーション時に患

者に与える影響・効果を意識したい＞の 3 サブカ
テゴリーが含まれた．
　＜尊重した態度で臨みたい＞では，学生は「次
の会話を考えたりして自分勝手と思った時に傾聴
とかできていないと思った」や「自分の考えは言っ
ているが，向こうの考え方を尊重とか考慮しよう
とか全然考えられなかった．これを読んで 2 日目，
3 日目はちゃんとしようと思った」等の語りがあ
り，［誠実に話を聴く姿勢の意識］［患者と真摯に
向きあい自己の感情を伝えるコミュニケーショ
ン］等のコードが含まれた．＜患者が中心となり
話せるコミュニケーションが理想＞では，「ルー
ブリックをみて一番思ったことは，患者さんが『は

↓原稿用 A4      1／3枚のサイズ

対象者 ルーブリックをみたタイミング その理由

A 実習初日の朝，実習終了後 実習中に取り組み内容や今日の自分はどうだった

か確認するため．最終日は記録を記入するため．

B 患者と1回目のコミュニケーション 基準を到達するために足りていない内容を考える

C 実習日の朝，患者と関わる前 基準を確認するため．Aになるにはどうすればよいか

一番良い評価がつくよう見ていた．

D 患者と話す機会がある時， 今の自分を基準で評価するため．改善点のアドバイスをもらうため．

レポート記入時 教員も忙しい時は自分でこうしたらよいと思い出せるから．

E 実習日の朝，昼や途中の休憩時， コミュニケーションで最低限の内容があるので参考にするため．

実習終了時 足りていない内容を確認するため．

F 実習日の朝，患者と関わる前， 自分の感覚で話をしていたので、他に気をつけることを考えるため．

実習終了後

G 実習初日の夜，実習最終日 記録で振り返りをするため．初めて患者と話すため看護学生として

基本的なことを再確認するため．

H 実習初日の夜，実習最終日 初回と最終日に振り返りを書くため．

I 実習2日目.3日目の昼の記録記入時， 明日の注意点を確認するため．患者とのコミュニケーション前に確認

患者と関わる前，指導者を待っている時 するため．

K 実習中，患者と接する前後 コミュニケーションがうまくとれず，何故かと思った時に参考にした．

↓原稿用 A4      2／3　枚のサイズ

分類 カテゴリー　 サブカテゴリー

患者中心のコミュニケーションにしたい思い 尊重した態度でコミュニケーションに臨みたい

患者が中心となり話せるコミュニケーションが理想

コミュニケーション時に患者に与える影響・効果を意識したい

非言語的コミュニケーションに注目する

自己課題からフィードバックと環境設定に注目する

自己の傾向から共感性に注目する

自己対話による課題の認識 一方的な会話を考え直さないといけないと認識する

自己をみつめ課題を考える

相手の立場から課題を考える

自己の傾向から課題を考える

課題は改善策に設定する

規準と基準を眺め到達度を一つずつ評価する

相手の反応に基づいた基準の到達度を判断する

規準と基準の包括的評価 変化していない基準の原因追求のために規準全体を確認する

評価への納得感 基準到達度に対しての納得感がある

改善策実施に伴う良い変化を患者から受ける

課題実施後の到達度を再度評価する

前向きな思考 課題は伸ばすというプラス思考

成し遂げた満足感 目指した基準に達成した気持ち

初めての臨地実習に伴う緊張や戸惑いの気持ち

相手の価値観への理解が分からない思いや自分に経験のないことを会話
することは困難や難しいと感じる気持ち

落胆の感情 自分のコミュニケーション能力に対して落ち込む気持ち

看護学生として自覚を高めたい気持ち

課題解決に向けた行動と実施（本・相談・看護師の模範）

落ち込みはない

困ったことはない

その人に合わせた多様なコミュニケーションへの

視野の広がり

コミュニケーションの受け手，送り手として関係 コミュニケーションを深めるための必要な関わりを整理する

構築に必要な関わりを整理する 共感することの意味の体験とその重要性を実感する

コミュニケーションを通して対象理解を深める体 コミュニケーションを通して患者の抱いている病状や生活につい

験を得る て知る体験をもつ

表2　対象者別ルーブリックをみたタイミングとその理由 

自己課題意識から注目したコミュニケーションを
実践したい思い

関係構築を深めるための関
わりを見いだす

多様なコミュニケーションがあってよい気づき

表3　基礎看護学実習Ⅰにおけるルーブリックを用いた学習活動と学びの内容

目指したいコミュニケー
ションを具体的に意識する

自己対話を行いながら課題
把握と課題実施後の評価活
動を行う

到達度判断のための取り組み

課題実施後の再評価活動

評価に伴う感情と共に課題
に取り組む

困難感

看護学生としての自覚の高まり

心配のない気持ち

表 3　基礎看護学実習Ⅰにおけるルーブリックを用いた学習活動と学びの内容
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い』しか答えられないような，そればかりをつかっ
ていた．患者さんが自由に答えられるコミュニ
ケーションをとりたいと思った」等が語られ，［誠
実に話を聴く姿勢の意識］［患者と真摯に向きあ
い自己の感情を伝えるコミュニケーション］の
コードが含まれた．さらに＜コミュニケーション
時に患者に与える・効果を意識したい＞では，［患
者に与える影響］や［笑顔（満足感）につながる
コミュニケーション］のコードが含まれた．
≪自己課題意識から注目したコミュニケーション
を実践したい思い≫では，＜非言語的コミュニ
ケーションに注目する＞＜自己課題からフィード
バックと環境設定に注目する＞＜自己の傾向から
共感性に注目する＞の 3 サブカテゴリーが含まれ
た．学生は「コミュニケーションをとると言われ
たら，話せばいいとなるけど，ここまで詳しく書
いてあるから，言葉だけでなくジャスチャーも加
えた方がいいとか，非言語的メッセージと書いて
あり，言葉だけで成立させようと思わず，コミュ
ニケーションをとろうと思った」など，［言葉だ
けでコミュニケーションを成立させようと思わな
い］［自己の表情を意識したコミュニケーション］
等のコードが含まれた．さらに，「自分は相手に
フィードバックをすることがこれを見て，できて
いないと思った．それを積極的にすると相手とよ
いコミュニケーションができると思って意識し
た」や「椅子の置く角度とか意識したかったがで
きなかったので，最終日は意識して話そうと思っ
た」という語りがあり，［患者の状況を踏まえ
フィードバックを意識したい］や［コミュニケー
ションにおける課題の意識：会話時の環境設定］
等，フィードバックのスキルや会話時の環境に注
目した語りがみられた．
2 ）自己対話を行いながら課題把握と課題実施

後の評価活動を行う
　この分類は，ルーブリックによる振り返りの内
容から，自己対話を行いながらの課題把握と課題
実施の評価活動の実際を表したものである．≪自
己対話による課題の認識≫≪到達度判断のための
取り組み≫≪規準と基準の包括的評価≫≪評価へ
の納得感≫≪課題実施後の再評価活動≫の 5 カテ
ゴリーが構成され，10サブカテゴリーが含まれた．
　≪自己対話による課題の認識≫は， 4 サブカテ
ゴリーが含まれた．＜一方的な会話を考え直さな
いといけないと認識する＞では，「相手の話を最

後まで聴くところ（規準 1 − 2 ）は自分ばかりが
話していた．」や「相手の話の内容を中心的に考
えずに話をしていたので，考え直さないといけな
い」等の思いが語られ，［相手の話の内容を考え
ない自分を省みる］［相手の表情をみていない自
分を省みる］等のコードが含まれた．＜自己をみ
つめ課題を考える＞では，「普段から溜口で話を
してしまうから気をつけていた．」「聞きたいこと
や興味あることについて，全然掘り下げて聞けな
かった」などの語りがあり［自分の傾向から課題
を意識］や［会話を深めることが課題］等のコー
ドが含まれた．さらに＜相手の立場から課題を考
える＞では，［共感への模索と相手の立場からの
改善策への意識］等のコードが含まれた．＜課題
は改善策に設定＞では，「相手の視線，表情とか
の非言語的コミュニケーションが初日あまりでき
なかったので， 3 日目に気をつけたいと思ってい
た．」という語りがあり，［ 3 日後のゴール（課題）
を設定する］のコードが含まれた．
　≪到達度判断のための取り組み≫では，＜規準
と基準を眺め到達度を一つずつ評価する＞と＜相
手の反応に基づいた基準の到達度を判断する＞の
2 サブカテゴリーが含まれた．＜規準と基準を眺
め到達度を一つずつ評価する＞では，「基準の相
手の話を最後まで聞き，対象者の身体動作のメッ
セージのところで，実際に自分が患者と話す時に
できていたのか，ひとつひとつ振り返るようにし
た．」という語りから，［ルーブリックの規準と基
準を眺めた一つずつの到達度評価］のコードが含
まれた．＜相手の反応に基づいた基準の到達度を
判断する＞では，「患者さんから，かけられる言
葉とこれを照らし合わせて，できていたと思って
いた．」等の語りがあり，［相手の反応や事実を踏
まえた振り返り］［事実を踏まえた判断］などの
コードが含まれた．≪規準と基準の包括的評価≫
は，＜変化していない基準の原因追求のために規
準全体を確認する＞の 1 サブカテゴリーが含まれ
た．「もうちょっと，共感だけでなく距離とかも
考える必要があった． 1 つのことができても，全
部ができた方がいいから，まだそこがよくなかっ
たというのを振り返っていた」という語りから［変
化していない基準の原因追及］［規準間の比較・
分析と改善点の整理］のコードが含まれた．≪評
価への納得感≫では，＜基準到達度に対しての納
得感がある＞の 1 サブカテゴリーが含まれた．学
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生はルーブリックを眺め，「自分はやっぱり，こ
こか，なるほどと実感した」と［評価への納得：
妥当な結果］のコードが含まれた．
　≪課題実施後の再評価活動≫は，＜改善策実施
に伴う良い変化を患者から受ける＞＜課題実施後
の到達度を再度評価する＞の 2 サブカテゴリーが
含まれた．学生は「具体的にどこが痛いか，いつ
頃から痛いのかと聞いたら，はい・いいえではな
くなった．本当はいつ頃から痛かったとか，聞き
方を変えるだけで答え方も違ってくると思った」
等の語りから，［課題実行後の評価と成果］［改善
策の実施とよい変化への手ごたえ］のコードが含
まれ，＜改善策実施に伴う良い変化からのフィー
ドバック＞を受けていた．そして学生は＜課題実
施後の到達度を再評価する＞様子がみられた．
3 ）評価に伴う感情と共に課題に取り組む
　この分類は，学習活動を行う際に抱いた気持ち
を捉え，学生の感情面に焦点をおいて表したもの
である．カテゴリーは，≪前向きな思考≫≪成し
遂げた満足感≫≪困難感≫≪落胆の感情≫≪看護
学生としての自覚の高まり≫≪心配のない気持ち
≫の 6 カテゴリーで構成され， 9 サブカテゴリー
が含まれた．
　≪前向きな思考≫では，＜課題は伸ばすという
プラス思考＞の 1 サブカテゴリーが含まれた．学
生は，「C のところは悲しくなった．けど受け止
められた．ここができていないと分かったから逆
にプラス，ここを伸ばしたからいいという感じで
す．」等の語りがあり，［課題は伸ばすというプラ
ス思考］［いい悲しい経験］等のコードが含まれた．
≪成し遂げた満足感≫は，＜目指した基準に達成
した気持ち＞の 1 サブカテゴリーが含まれた．学
生の語りから，［良い手ごたえ］［達成感］等のコー
ドが含まれた．≪困難感≫では，＜初めての臨地
実習に伴う緊張や戸惑いの気持ち＞＜相手の価値
観への理解が分からない思いや自分に経験のない
ことを会話することは困難や難しいと感じる気持
ち＞の 2 カテゴリーが含まれた．学生は「事前に
考えていたが，患者の前にいくと頭真っ白になっ
て，どうしようと思った．」等の語りがあり，［頭
が真っ白となり動揺する］［初めてのコミュニケー
ションは難しいと感じる］等のコードが含まれた．
≪落胆の感情≫では，＜自分のコミュニケーショ
ン能力に対して落ち込む気持ち＞の 1 サブカテゴ
リーが含まれた．学生は「振り返った時に、でき

なさすぎて沈んだ．」や「コミュニケーションは
とれていると思っていたが，実際は患者さんが
いっぱい話しかけてくれたからだった．できると
思っていたが自分のコミュニケーション能力では
なかったのかなという思いがあった．」等の語り
から，［自己嫌悪の感情］や［自己のコミュニケー
ション能力を疑う気持ち］，［会話としての不成立
感］等のコードが含まれた．≪看護学生としての
自覚の高まり≫では，＜看護学生として自覚を高
めたい気持ち＞＜課題解決に向けた行動と実施

（本・相談・看護師の模範）＞の 2 サブカテゴリー
が含まれた．＜看護学生として自覚を高めたい気
持ち＞では，「振り返った時に聞き流した部分が
あって，患者さんも気遣って『自分は声をだしに
くいから』と言われて，申し訳ないというか，ちゃ
んとコミュニケーションをとれるようにならない
といけないと一番思った．」等の語りがあり，［看
護学生としてきちんとしたい］［患者の変化を察
知できるようになりたい］等のコードが含まれた．
＜課題解決に向けた行動と実施（本・相談・看護
師の模範）＞では，学生は「誘導的な質問をした
ら，曖昧な答えしか返ってこないと書かれていた．
まさにそうだと思って，そこから質問の仕方は自
分なりに考えた．」等の語りがあり，［本による課
題解決に向けた行動の実施する］や［他者への相
談による課題解決に向けた行動を実施する］等の
コードが含まれた．学生の中には，≪心配のない
気持ち≫で実習を行っており，＜落ち込みはない
＞＜困ったことはない＞のコードが生成された．
4 ）関係構築を深めるための関わりを見いだす
　この分類は，基礎看護学実習Ⅰにおいて，最終
的に関係構築のために学生が学んだ内容を表した
ものである．カテゴリーは，≪その人に合わせた
多様なコミュニケーションへの視野の広がり≫≪
コミュニケーションの受け手・送り手として関係
構築に必要な関わりを整理する≫≪コミュニケー
ションを通して対象理解を深める体験を得る≫の
3 カテゴリーで構成され， 4 サブカテゴリーが含
まれた． 
　≪その人に合わせた多様なコミュニケーション
への視野の広がり≫では，＜多様なコミュニケー
ションがあってよい気づき＞の 1 サブカテゴリー
が含まれた．学生は「看護師さんから，『人それ
ぞれだから，その人に合っていたらいいと．沈黙
が苦痛でない人もいれば，沢山話すことが好きな
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人もいる』と言われて，じゃ，私はこの患者さん
にあったコミュニケーションをとろうと思えた．」
等の語りから，［多様なコミュニケーションへの
気づき・安堵感］［見方を変えてコミュニケーショ
ンの在り方を考える］等のコードが含まれた．≪
コミュニケーションの受け手・送り手として関係
構築に必要な関わりを整理する≫では，＜コミュ
ニケーションを深めるための必要な関わりを整理
する＞＜共感することの意味の体験とその重要性
を実感する＞の 2 サブカテゴリーが含まれた．［学
生は「もう少し患者さんが話しやすい環境につく
れるか，自分の思いを素直に話してくれるかとか，
それを聞く側にも問題があるし，それを考えなが
らコミュニケーションをとることが大事だと思っ
た」等の語りから，［話しやすい雰囲気づくりが
大切］［共感を示す態度が重要との気づき］など
のコードが含まれた．≪コミュニケーションを通
して対象理解を深める体験を得る≫では，＜コ
ミュニケーションを通して患者の抱いている病状
や生活について知る体験を持つ＞の 1 サブカテゴ
リーが含まれた．学生は，「どれくらい歩くとし
んどくなるのか，息苦しさとかを知りたいと思っ
て聞いたら，トイレが近くにないと歩くと苦しく
なる，自宅でもベッドの近くにトイレがあるみた
いで，そういう情報を娘さんから聞けた．」等の
語りがあり［患者の抱えている症状や生活につい
て理解が進んだ体験］のコードが含まれた．

Ⅳ．考　察　

1 ．基礎看護学実習Ⅰのルーブリックの使
用状況

　表 2 の対象者別ルーブリックをみたタイミング
とその理由からは，患者とのコミュニケーション
を行う際に参考にしている学生や，臨地実習での
自分を振り返る中で基準を確認し，課題を考える
ことやより高次の基準を目指して取り組んでいた
ことが分かった．一部の学生は記録として義務づ
けされているという理由もあったが，学生の多く
は個々の動機に伴い必要なタイミングで使用し，
自らの学習活動を展開していたと推察できる．こ
れは，ルーブリックのデザインの特徴として，コ
ミュニケーションに求められる観点の全体像が把
握しやすく，またパフォーマンスの質が段階的に
示されることで，現状のレベルや課題を見つけや

すいこと， 1 ランク上の高次の基準が明示されて
いることで，目指す方向性が捉えやすいことから，
個々の動機に伴い必要なタイミングで活用してい
たと考えられる．

2 ．目指したいコミュニケーションを具体
的に意識する

　本研究では≪患者中心のコミュニケーションに
したい思い≫と≪自己課題意識から注目したコ
ミュニケーションを実践したい思い≫の 2 カテゴ
リーが構成された．自己評価を促すツールとして
ルーブリックを位置づけた研究では，自分自身の
課題や学習方法の重要性を認識させ，目標を意識
化させる効果がみられている（寺嶋，林2006）．
学生により具象レベルは異なるが，目指したいコ
ミュニケーションを意識しているカテゴリーが抽
出され，本研究においても目標を意識させる効果
が得られたと考える．特に，≪患者中心のコミュ
ニケーションにしたい思い≫では，［誠実に話を
聴く姿勢の意識］等のコードが抽出され，患者に
とってどのようなコミュニケーションがよいのか
自己洞察を深めている様相が確認できた．これは
ルーブリックの評価規準 2 − 1 で示している，相
手に対して意識を集中して心と耳を傾け聴き（傾
聴），対象者の考え方・価値観，人生観を大切に
したい気持ちが持てる【関心・意欲・態度】で示
された規準と基準を眺め，初めて実際に患者との
コミュニケーションを行うという学習活動の中で
目指したい目標を具体的に意識化することに繋
がっていたと考える．さらに，表 2 のルーブリッ
クをみた理由から，「看護学生として，何に注意
する必要があるのかを確認するため」と言う語り
からは，初めての臨地実習で看護学生としての役
割を果たそうとする意識が内在化し，ルーブリッ
クを真摯に眺めていたのではないかと推察され
た．また，評価規準 4（承認）のフィードバック
のスキルや評価規準 1 − 4 において，会話時の環
境に注目した学生もみられ，ルーブリックの規準
を眺めることで，より具現化して省察をしていた
と言える．

3 ．自己対話を行いながら課題把握と課題
実施後の評価活動を行う 

　≪到達度判断のための取り組み≫≪自己対話に
よる課題の認識≫≪規準と基準の包括的評価≫≪
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評価への納得感≫≪課題実施後の評価活動≫の 5
カテゴリーが構成された．学生はルーブリックを
眺め，到達度を判断しながら，［相手の話の内容
を考えない自分を省みる］［相手の表情をみてい
ない自分を省みる］など自己対話による課題把握
をしている様相が確認できた．特に評価規準 3 の
質問のスキルでは，患者理解を深めようと質問方
法を変えて実践し，その効果を確認している様相
が伺えた．学生は臨地実習で遭遇する場面から
ルーブリックにより自己対話が深まることで動機
づけが高まり，行動を変化させていたと考えられ
る．伊藤（2010）は，動機づけの 4 つの機能「行
動喚起」「行動維持」「行動調整」「行動強化」に
ついて説明しており，“行動喚起機能”とは，人
間の行動を開始する働きとし，“行動調整機能”
では，目標を達成するにはさまざまな方法が考え
られ，効果的な調整を行うこととしている．学生
はルーブリックにより学習成果が可視化されるこ
とで，現状の基準を認識し，ワンランク向上させ
たい思いから行動喚起が生じ，解決方法を選択し
ていたと考えられる．さらに，深い学びを促すルー
ブリックの活用について，安藤ら（2017）は，学
びがどの程度できているのかを評価するだけでな
く，明らかになった出来ない事柄に改善策を講じ
て出来るようにするという学習促進機能がルーブ
リックには備わっていると述べている．本研究に
おいては，学生は，特に出来ていない事柄に対し
て改善してみたいと内発的動機付けが促進され，
その結果，コミュニケーションの在り方を自ら追
求するという深い学びを促すような学習活動が展
開されていたと考える．

4 ．評価に伴う感情と共に課題に取り組む
　学生は振り返りに伴い，≪前向きな思考≫や≪
成し遂げた満足感≫，≪困難感≫や≪落胆の感情
≫，≪心配のない気持ち≫，≪看護学生としての
自覚の高まり≫等の様々な感情を抱いていたが，

［課題は伸ばすというプラス思考］で捉えていた．
ルーブリックは，評価への理解と容易性を伴う為，
到達度と課題の把握ができ自己の成長点や改善点
について前向きな自己評価が行えると報告がある

（小林ら，2013）．本研究においても，ルーブリッ
クにより自分自身のパフォーマンスレベルの判断
時は，ネガティブな感情を有していても，より良
いコミュニケーションに向け，課題はプラスとい

うように前向きな評価活動を行っていたと言え
る．また学生は，自ら進んで本を調べることや他
者へ相談するなどして課題に取り組む様相がみら
れた．岡田（2012）は，自己調整学習の重要な特
徴について他者からの働きかけや強制力によって
学習するのではなく，自ら自律的に学習プロセス
をコントロールするところにあるとしている．学
生はルーブリックにより，課題解決のため，自分
なりに方法を選択しながら実施するという自律的
な学習を行なっていたと考える．

5 ．関係構築を深めるための関わりを見い
だす

　学生の語りから［多様なコミュニケーションへ
の気づき・安堵感］，［見方を変えてコミュニケー
ションの在り方を考える］，［話しやすい雰囲気づ
くりが大切］，［共感を示す態度が重要との気づき］
等のコードがみられ，臨地実習での体験から学生
はコミュニケーションの在り方を考えることの大
切さや，コミュニケーションの多様性に気づく記
述がみられた．そして，≪コミュニケーションの
受け手・送り手として関係構築に必要な関わりを
整理する≫ことの大切や，≪コミュニケーション
を通して対象理解を深める体験を得る≫  ≪その
人に合わせた多様なコミュニケーションへの視野
の広がり≫が持てるなどの学びが得られた．特に
多様なコミュニケーションがあってよいという学
びでは，臨地実習という現実場面を体験する中で，
ルーブリックの使用により自らのパフォーマンス
を振り返ることで，方法は一つではなく対象者に
応じて様々であると柔軟な思考に変化していたと
考えられる．これは深い省察が促された為である
と推察され，コミュニケーションスキルとしては
発達途上であるが，関係構築を深めるための関わ
りを学生個々が見いだしており，成長を遂げた成
果を確認することができたと言える．
　以上のことから，学生はルーブリックでコミュ
ニケーションに関するパフォーマンスを評価する
ことで，行動喚起機能や学習喚起機能が刺激され，
動機づけを自ら高めていた．そして，目指したい
自己像や自らの課題解決に取り組むという能動的
で，深い学びに繋がるような学習活動を展開して
いたことが明らかとなった．今後はより確かな学
びとなるよう，カンファレンスなどの場において，
相談をする機会や省察した内容を共有する場を意
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図的に設け，ルーブリックによる学習プロセスを
支援することが必要である．
＜研究の限界と今後の課題＞
　本研究では，看護大学 1 校に所属する10名の研
究対象者からの語りであり，また，ルーブリック
を実習中に活用している学生が多い傾向にあった
ことから，データの偏りがある可能性は否めない．
また，コミュニケーション能力の評価として客観
的にスケールなど用いた方法による検証を行うこ
とが望ましく，今後の課題である．

Ⅵ．結　論

　基礎看護学実習Ⅰにおけるルーブリックの使用
による振り返りの内容から16のカテゴリーが抽出
された．カテゴリーはさらに，実習開始から終了
時において時系列に眺め，再構成を行った結果，
1 ）目指したいコミュニケーションを具体的に意
識する， 2 ）自己対話を行いながら課題把握と課
題実施後の評価活動を行う， 3 ）評価に伴う感情
と共に課題に取り組む， 4 ）関係構築を深めるた
めの関わりを見いだす，の 4 つの構造に分類され
た．
　学生はルーブリックにより，基礎看護学実習 I
におけるコミュニケーションに関するパフォーマ
ンスの質を自ら評価することで，動機づけを高め
ていた．そして，評価に伴う前向きな思考や落胆
の感情を抱えながらも自らの目標や課題に対し
て，能動的で深い学習に繋がる学習活動を展開し
ていたことが分かった．学習活動を通して学生は
個々に関係構築を深める為の関わりを省察し，多
様なコミュニケーションついて視野の広がりがみ
られた．
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　本論文は，聖泉大学看護フォーラム（2020）で
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